
ポーランド政治クロノロジー（２０１０年１１月） 

 

月 内政 外交 

１ １

月 

2 日 コペルニクス科学センターがワルシャワ市

内にオープン。 

3 日 「法と正義」（PiS），トゥスク政権が 2007 年

の党公約を実現せず，減税，債務縮小，政府支

出削減のいずれも実施できていないと非難。 

3 日 コモロフスキ大統領，政府の経済改革案を

支持する旨発言。 

4 日 カチンスキ PiS 党首，記者会見を開いて，

安全，経済の自由，公的医療制度の保証等 10

項目の地方自治選挙プログラムを発表。 

4 日 民主左翼連合（SLD），統一地方選挙前

に，各党 4 名の候補者代表による討論会開催を

提案。 

5 日 PiS 幹部会，党規約違反により，ヤクビャク

及びクルジク＝ロストコフスカ両下院議員の除

名を決定。 

8 日 コモロフスキ大統領，合成麻薬の取引を禁

じる反麻薬法に署名。 

9 日 コモロフスキ大統領，国家安全保障協議

会を開催。 

9 日 カチンスキ PiS 党首，今後，国家安全保障

評議会に参加しない旨書簡で通知。 

9 日 レグルスキ地方自治担当大統領顧問，今

次地方自治選挙の立候補者数が前回選挙よ

り，41,000 名少ないことを発表。 

10 日 大統領墜落事故犠牲者記念碑の除幕式

（於：ポヴォンスキ墓地）。 

11 日 独立記念日式典が開催。 

11日 独立記念日に際し，愛国主義的団体がデ

モ行進を行い，これに反対する左翼系グループ

数千名が衝突し，数十名が怪我。 

15 日 ボイチェホフスキ元農民党（PSL）議員ら

上下両議員を含む６名が PiS に加入。 

15 日 PiS，大統領機墜落事故の原因究明に関

し，米国共和党議員らに支援を求めるため，フォ

ティガ元外相らを米国に派遣。 

2 日 シコルスキ外相及びヴェスターヴェレ独外相，ベラ

ルーシ訪問。 

2 日 賈慶林・中国人民政治協商会議主席，ポーランド

訪問（-6 日）。 

2 日 バグダサリアン・アルメニア安全保障会議書記，ポ

ーランド訪問（-4 日）。 

3 日 シコルスキ外相，ドイツ訪問（於：フランクフルト・ア

ン・デア・オーダー）。 

3 日 ポーランド・ドイツ少数民族円卓会議開催（於：ワル

シャワ）。 

4 日 ネチャス・チェコ首相，ポーランド訪問（-5 日）。 

4 日 エッティンガー欧州委員会エネルギー担当委員，

ポーランド訪問。 

4 日 上院，第 12 回地域パートナーシップ国会議長会合

を主催（-5 日）。 

4 日 パパコスタス・キプロス国防相ポーランド訪問（-5

日）。 

5 日 コモロフスキ大統領，V４首脳会合参加（-6 日，於：

カルロヴィ・ヴァリ）。 

5 日 ヴウォソヴィチ国防次官，欧州連合軍司令部

（SHAPE）訪問。（於：モンス） 

6 日 ガズニ県の米・ポーランド PRT 指揮官の交代式

典。 

8 日 シコルスキ外相，セルビア及びマケドニア訪問。 

10 日 ビェンコフスカ地域開発相，ブリュッセル訪問。 

10 日 軍人，警察等の高級幹部の昇任式典。ビェニュク

NATO 変革連合軍副司令官が大将に昇任。 

10 日 ポーランド検察局，ロシア側より，事故当日の管

制官の新たな供述書を受領。 

11日 グリボウスカイテ・リトアニア大統領，ポーランド独

立記念日の祝賀式典に出席（於：ワルシャワ）。 

11 日 ベラルーシ議会，ポーランドとの国境小規模移動

に関する合意を批准。 

12 日 第 56 回 NATO 国会議員会合開催（-16 日，於：ワ

ルシャワ）。 

15 日 ベラルーシ国防省報道担当代表団，ポーランド訪



16日 PiSより除名処分を受けたクルジク＝ロス

トコフスカ下院議員ら，新政治団体「ポーランド

が最も重要」（PJN）を発足。ヤクビアク下院議

員，ポンツィリウシュ下院議員，ビエラン欧州議

員，カミンスキ欧州議員，コヴァル欧州議員ら６

名の議員が同調。 

17 日 上院にて，シュタルク議員「市民プラットフ

ォーム」（PO）が新上院副議長に選出。 

20 日 ポンツィリウシュ下院議員，コバル下院議

員，ドゥジンスキ下院議員が PiS 離党。 

21 日 ビエラン欧州議員，カミンスキ欧州議員

が PiS 離党。 

21日 統一地方選挙開催。投票終了後，22時に

発表された出口調査を受け，スヘティナ下院議

長は PO の勝利を宣言。ワルシャワ市長選は，

グロンキエヴィッチ＝バルツ現職市長が再選。 

23 日 選挙管理委員会，統一地方選公式発表。

PO は県議会で 222 議席（31％），PiS は 141 議

席(23%)，PSL は 93 議席（15.6%），民主左翼連合

SLD は 85 議席（15.3%）。 

23 日 クルジク＝ロストコフスカ議員ら PiS を離

党した15名の議員は，PJNの議員クラブ登録届

けを下院に提出。 

24 日 コモロフスキ大統領，安全保障評議会に

元大統領，元首相を招集。 

25日 トゥスク首相（PO党首），パヴラク副

首相（PSL党首）間で地方議会における連立協

力で合意。 

25 日 PO，2012 年からの政党助成金の支給

停止を提案。 

26 日 下院，水利法改正を承認。 

30 日 下院，教会財産委員会法案可決（教会財

産委員会の解散）。 

30 日 トゥスク首相，来春（早期）の議会選挙実

施の計画はなく，任期通り，来年秋に実施する

旨発言。 

30 日 政府，ポーランド・ロシア対話・理解センタ

ー開設（於：ワルシャワ）に関する法案を採択。 

問。 

16 日 バクラッゼ・グルジア国会議長，ポーランド訪問。 

16 日 チェニュフ参謀総長，ウクライナ訪問（-17 日）。 

17 日 コモロフスキ大統領，ドイツ訪問（於：ダルムシュ

タット）。 

17 日 シコルスキ外相及びビルト・スウェーデン外相，ウ

クライナ訪問。 

18 日 シコルスキ外相，ベラルーシの野党大統領立候

補者のネクリャーエフ候補と面会。 

19 日 コモロフスキ大統領，NATO 首脳会合出席（-20

日，於：リスボン）。 

18 日 アフガニスタン第 7 次派遣部隊の帰国式典（於：

ベソワ）。 

19 日 セラーノ・ポルトガル農相，ポーランド訪問。 

22 日 シコルスキ外相，EU 外務理事会・総務理事会に

出席（於：ブリュッセル）。 

22 日 ペイス英農相，ポーランド訪問。 

22 日 カリド・シャミーン・ワイン・パキスタン軍統合参謀

長会議議長，ポーランド訪問（-23 日）。 

23 日 パヴラク副首相兼経済相，アゼルバイジャン訪問

（-24 日）。 

23日 ボハティリョーバ・ウクライナ国家安全保障国防会

議書記，ポーランド訪問（-24 日）。 

24 日 ムラデノフ・ブルガリア外相，ポーランド訪問。 

26 日 露下院，「カティンの悲劇とその犠牲者」と題する

声明を可決。 

29 日 第 6 次ポーランド軍 NTM-I 派遣部隊の任務継承

式典（於：イラク）。 

30 日 ボルセヴィチ上院議長，ウクライナ訪問（-1 日）。 

30 日 ブラットマン・スウェーデン参謀総長，ポーランド

訪問。 

30 日 第 12 次ポーランド軍 EUFOR 派遣部隊から第 1

次ポーランド軍 EUFOR/MTT 派遣部隊への任務継承式

典（於：ボスニア・ヘルツェゴビナ）。 

30 日 ミレル内務・行政相，ロシアの国際航空委員会の

事故調査報告書案に対するポーランド側のコメントの準

備が完了した旨発表。 

 


